
身体志向に想う 

 

「ちっ、またか」。私は産業医として

皆様の人間ドックや健診の結果を確認

していますが、コロナ禍が始まって 

以降、体重の増加した方が顕著に増え

た気が致します。私の大雑把な感覚で

申し上げれば、体重増加した方々は平均して 3kg 増、時には

10-15kg 増えたというツワモノも見受けられます。とに角  

在宅勤務で、日常生活の中で身体の動きが減りました。人間

にとって動かないことがこれ程の影響をもたらすのかと、 

正直驚いています。またこれまで多忙を極めて 1 日一食だっ

た方が、在宅できちんと三食摂るようになったことも影響し

ているように思います。突然始まった在宅という新しい生活

形態に、身体がついて行けないのだと思います。恐らく宇宙

ステーションに長期滞在している飛行士の方々は、相当注意

して身体を維持されているに違いありません。 

先日老年研究の専門家がフレイル予防の３本柱として、 

１）食事、２）運動、３）社会参加、を挙げていました。    

このうち前二者は身体の維持に直接関係しています。元気な 

身体を作り上げて、病気を予防しましょうという、国を挙げ

てのプロジェクトなのかと思います。その流れに乗り、昨今

は身体の健康を維持するために、スポーツを楽しむ方々も 

多くなりました。スポーツは身体を健常にすると共に、スト

レスを解消して精神のリフレッシュにもつながります。この

多忙を極めるストレスフルな社会においては、推奨されるの

は当然と言えます。しかしそれでも私は、果たして人間＝身

体なのかと疑問に思ってしまいます。悲しいことに若くして

病気を発病する方もいますし、あるいは年相応に膝や腰の 

痛み等で自由が利かなくなり、外出もママならなくなる方々

の何と多いことでしょう。そのような困難な状況になった 

とき、その方々は健康という枠組みから脱落し、見捨てられ

てしまうのでしょうか。 

心身二元論を唱えたデカルトは、数学者という立場から、

物体のことを「延長」と表現しました。これは物体の性質が、

点や線と異なり幾何学的に空間の中に領域を占めるから、 

すなわち物体には体積があるからと私は理解しています。 

一方でこれに反旗を翻し、身体は単なる「延長」ではなく  

感覚であり経験であると捉えたのは、フランスの思想家メル

ロ＝ポンティです。例えばエレベーターのような狭い空間の 

中で他者との間に取る間隔は、相手が男性であるか女性で  

 

あるか、面識がある人か無い人か、上司か部下か、などの  

人間関係の意味合いで無意識のうちに異なってきます。これ

をメルロ＝ポンティは、身体を介した知覚と考えました。  

つまり彼の論理に依れば、身体はそれまで感覚してきた経験

に基づいて、精神の働きと共に人の行動を決定づけている 

ことになるのです。確かに身体をデカルトのように単なる 

「延長」と捉えると、メルロ＝ポンティのいう身体機能は  

説明できなくなります。 

ここで注目すべきは、メルロ＝ポンティが考える身体は、

決して筋骨隆々の古代ギリシア的な肉体や、持久力に優れる

ランナーのような身体ではなく、あくまでも精神と一体化し

て機能する身体という点です。健康とは何かと問われると、

私たちは即座に健全な身体を思い浮かべます。しかし優れた

看護研究で知られるパトリシア・ベナーは、メルロ＝ポン  

ティの身体論を踏まえた上で、健康の条件の中に「新たな  

試練に向き合う健全な精神」を加えました。彼女の苦悩の  

源は、健康は身体のみの鍛錬では達成できないという現実 

です。確かに臨床の場では、逆に身体的試練に陥っても、  

健康的に映る方々がしばしば見受けられるのです。身体の 

健康は当然望まれるところですが、病いに犯されても自らの

存在を肯定し、常に生き方を前向きに考えられる精神も、  

鍛えるべき対象として忘れてはならないと感じています。 

極端に体重増加した方の中には、生活習慣を反映する検査

の数値が、恐ろしい程に悪化していることがあります。その

ような場面では、医師はデータ一つひとつをやかましく説明

し、本人に改善を促すべきなのでしょう。しかし私は大人に

対して、幼児を扱うかのように細かいことをとやかく言うの

は好みません。誰よりもご本人が一番理解していると思う 

からです。むしろ私が問いたいのは、身体というよりも精神

です。データの背後に余程の弛んだ生活様式が垣間見える 

場合には、そのような堕落した状況に甘んじてよいのかと 

質したくなります。緊張を失った精神は、医療現場で日常的

に見られている、退路を断たれたいのちの厳しさと対極を 

為すものだからです。身体を維持するにはまずは精神を鍛え

なければならず、そこに自制という概念が登場します。自制

とは人間だけがその辛さと喜びを同時に味わうことのできる

精神活動ではないか、私はそのように考えるのです。 

 

（ISID 健康管理室だより 令和 4 年 11 月） 


